
 

 

  

      

基礎分野 
人間の理解  

 



シ ラ バ ス 

科
目
名 

人間関係論Ⅰ 

（コミュニケーション論） 

単
位 1 

時
間
数 

30 

開
講
時
期 

1年次前期 
担
当
者 

深澤 大地 

学
習
の
ね
ら
い 

本科目のねらいは、相互に影響を与えながら人が他者と形成する人間関係を理解し、円滑な人間関係を作り上

げる能力を養うことである。本科目を学ぶことにより、日常の人間関係を良好に保つ能力を身につけるととも

に、看護の対象となる人との良好な関係づくりの基盤を構築してほしい。 

目
的
・
目
標 

目的；人間関係構築の基本的技法を理解し、円滑な人間関係を作り上げる能力を養う。 

目標；1．自己理解を深めることができる。 

2．コミュニケーションにおける言語的、非言語的な表現の大切さを理解することができる。 

3．的確に情報を得る方法と、実践的な表現能力を身につけることができる。 

授
業
計
画 

1回 （45分×2） 人間関係を築く意義 

2回 （45分×2） 自己認知・自己理解 

3回 （45分×2） 感情表現・自己開示 

4回 （45分×2） メンタルヘルス・アンガーマネジメント 

5回 （45分×2） 自己理解と他者理解 信頼関係の構築 

6回 （45分×2） 自己理解・他者理解のためのグループ・エンカウンター 

7回 （45分×2） アクノレッジメント（存在承認、行動承認） 

8回 （45分×2） コミュニケーション技法①（非言語的コミュニケーション） 

9回 （45分×2） コミュニケーション技法②（話の促し方） 

10回 （45分×2） コミュニケーション技法③（話の聴き方） 

11回 （45分×2） 自己主張とアサーティブコミュニケーション① 

12回 （45分×2） 自己主張とアサーティブコミュニケーション② 

13回 （45分×2） 説明力のトレーニング 

14回 （45分×2） チームワークの基礎となるコミュニケーショントレーニング 

緊急時のコミュニケーション（報告、指示、依頼、受信・理解・発信） 

15回 （45分×2） 筆記試験 
 

評
価
方
法 

出席状況（5％）、振り返りミニテスト（15％）、筆記試験（80％）を総合的に評価する。 

教
科
書 

必要な資料は、その都度配布する。 

参
考
文
献 

系統看護学講座 人間関係論 医学書院 

人間関係論入門 ナースのための心理学 金子書房 

人を育む人間関係論 医学書院 

履
修
要
件 

 



シ ラ バ ス  

科
目
名 

人間関係論Ⅱ 

（カウンセリング）  

単
位 1 

時
間
数 

15 

開
講
時
期 

2年次後期 
担
当
者 

深澤 大地 

学
習
の
ね
ら
い 

本科目のねらいは、カウンセリングの基礎となる理論とコミュニケーションスキルを学び、実際の場面で適切

なコミュニケーションができる基礎を作ることである。看護カウンセリングは、看護の目的をよりスムーズに

達成するために営まれるものである。単なるコミュニケーションスキルではなく、言語的・非言語的コミュニ

ケーションを活用し、対象の行動変容をうながす力を養う。 

目
的
・
目
標 

目的；看護カウンセリングに必要な理論や技法を学び、カウンセリングスキルを身につける。 

目標；1．カウンセリングの考え方や理論を理解することができる 

2．様々な視点から人をとらえることができる 

3．看護師としていかにカウンセリングを利用することができるかを考えることができる 

4．ロールプレイを通じて実際的なカウンセリングスキルを身につけることができる 

授
業
計
画 

1回 （45分×2） カウンセリングの考え方 

2回 （45分×2） カウンセリングの理論① 来談者中心療法、ゲシュタルト療法 

3回 （45分×2） カウンセリングの理論② 認知行動療法、精神分析、交流分析 

4回 （45分×2） 危機介入 自殺念慮対処、惨事対処、トラウマとPTSD 

5回 （45分×2） ロールプレイ① 相手の考えや感情をアセスメントする 

6回 （45分×2） ロールプレイ② 言い換えで細やかな理解をする 

7回 （45分×2） ロールプレイ③ クライエントの意思決定を支える 

8回 （45分） 筆記試験 
 

評
価
方
法 

出席状況（10％）および筆記試験（90％）で評価する。 

教
科
書 

 

参
考
文
献 

 

履
修
要
件 

人間関係論Ⅰを履修していることが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 



シ ラ バ ス 

科
目
名 

生命倫理 
単
位 1 

時
間
数 

30 

開
講
時
期 

1年次前期 
担
当
者 

鈴木 康文 

学
習
の
ね
ら
い 

医療の現場において、対象の人権を擁護し自律性を尊重した看護を提供するために、生命倫理や医療倫理につ

いての理解を深め、自己の倫理観を確立し倫理的判断力と倫理的感性を養うことをねらいとする。 

目
的
・
目
標 

目的；人間の本質は理性的に自らの人生を切り開く自由・自律の精神にある、と捉える近代的な立場を主題と

して、その歴史的背景、意義、および社会的展開を明らかにする。さらにその上で、この近代的な人間

観を、現代の具体的な事例をもとに、さまざまな立場から批判的に吟味する。 

目標； ①現代の価値観（かけがえのない個＝人間の尊厳）の歴史、意味、それを支える社会的制度を知る。 

②現代の代表的な人間観を理解し、人間の（認知）能力について説明できるようにする。 

授
業
計
画 

1回 （45分×2） イントロダクション：本講義の全体像。現代の価値観「かけがえのない個」の意義 

2回 （45分×2） 自由主義(１） 人間の本質は自由か理性か？ 

3回 （45分×2） 自由主義(２） 愚行権、さらに法と道徳の問題について 

4回 （45分×2） 功利主義(１） トロッコ問題から功利的な社会を把握する 

5回 （45分×2） 功利主義(２） 民主主義と多数決原理の問題点を探究する 

6回 （45分×2） 事例：原発問題（１） 映画『パンドラの約束』を見て、エネルギー問題を考える 

7回 （45分×2） 事例：原発問題（２） 映画『パンドラの約束』を見て、技術のあり方を考察する 

8回 （45分×2） 事例：原発問題（３） 安全と安心の違い（リスク評価とその限界、感情について） 

9回 （45分×2） 人間の権利（人権）と動物の権利（１） 動物に対するさまざまな見方・態度を学ぶ 

10回 （45分×2） 人間の権利（人権）と動物の権利（２）人間と動物を分けるものは何かを検討する 

11回 （45分×2） 現代の人間観（理性と感性）(１） 人間の認知能力を知る 

12回 （45分×2） 現代の人間観（理性と感性）(２） 理性と直観能力を探究しその限界を自覚する 

13回 （45分×2） 諍いと戦争(１） 戦争について人類史から捉える 

14回 （45分×2） 諍いと戦争(２） 戦争を事例として人間の理性の信頼性について洞察する 

15回 （45分×2） まとめ 現代の人間論を概括する 
 

評
価
方
法 

レポート 

教
科
書 

なし。授業中にプリントを配布します。 

参
考
文
献 

鈴木宏昭『教養としての認知科学』、東京大学出版会、2016年。ISBN: 978-4130121101    

履
修
要
件 

 

 



シ ラ バ ス 

科
目
名 

討議法 
単
位 1 

時
間
数 

30 

開
講
時
期 

2年次前期 
担
当
者 

宮城 信 

学
習
の
ね
ら
い 

社会で活躍しより良い人生を送っていくために、論理的思考力と表現力（変化を読みとり、理解、把握し、他

者へ伝えることのできる力）つまり、討議する技術は必須のものと言えるだろう。本科目では、ディベートの

ルールや技術、コツ等を学び実践を積むことで、討議する技術を鍛えることをねらいとする。 

目
的
・
目
標 

目的；物事を論理的に考え、他者と討議する力を身につける。 

目標；1．ディベートのルールや技術を理解することができる 

2．ディベートのルールに則って、論理的に考え表現することができる 

3．討議する技術（変化を読みとり、理解、把握し、他者へ伝えることのできる力）を身につけることが

できる 

授
業
計
画 

1回 （45分×2） ディベートとは何か 

2回 （45分×2） ディベートの基礎知識 

3回 （45分×2） ディベートの実際を知る 

4回 （45分×2） 即興ディベート 

5回 （45分×2） シナリオディベート 

6回 （45分×2） テーマの決定 

7回 （45分×2） 情報収集 

8回 （45分×2） リンクマップ 

9回 （45分×2） 立論の作成 

10回 （45分×2） 社会の中のディベート（裁判官講義）① 

11回 （45分×2） 社会の中のディベート（裁判官講義）② 

12回 （45分×2） ジャッジの仕方 

13回 （45分×2） 反駁のポイント 

14回 （45分×2） ディベート大会① 

15回 （45分×2） ディベート大会② 
 

評
価
方
法 

 議論（ディベート）への参加、態度、議論の内容；60％ 

 授業中の課題・提出物；25％ 

 最終レポート；15％ 

教
科
書 

 

参
考
文
献 

瀧本哲史 「武器としての決断思考」 星海社新書 

福澤一吉 「議論のルール」 ＮＨＫブックス 

全国教室ディベート連盟（ディベート甲子園）ホームページ 

履
修
要
件 

 

 



シ ラ バ ス 

科
目
名 

心理学 
単
位 1 

時
間
数 

30 

開
講
時
期 

1年次前期 
担
当
者 

小川 亮 

学
習
の
ね
ら
い 

看護の対象は人間であり、様々な側面を持っている。対象の行動から内面の変化を推測し、よりよい看護援助

を実践することが大切である。本科目では、心理学の基本的な理論や考え方に関する基礎知識を得ることで心

理学的な見方を身につけ、看護の対象となる人間の心理や行動を理解する糸口を見つけることをねらいとす

る。本科目で学習したことを、対象の理解のためだけでなく自分の心の状態を理解しコントロールするために

も役立ててほしいと願っている。 

目
的
・
目
標 

目的；心理学の基本的な考え方を学び、人間の活動と心のつながりを理解する 

目標；1．心理学の基本的な理論や考え方を理解することができる 

   2．人間のさまざまな活動に心の動きが影響を与えていることを理解できる 

   3．自分の心の状態を把握し、日常生活の中でコントロールすることができる 

授
業
計
画 

1回 （45分×2） 心理学とは何か 

2回 （45分×2） 心理学の歴史① 

3回 （45分×2） 心理学の歴史② 

4回 （45分×2） 知覚心理学 

5回 （45分×2） 学習心理学 

6回 （45分×2） 認知心理学 

7回 （45分×2） 性格心理学① 

8回 （45分×2） 性格心理学② 

9回 （45分×2） 社会心理学① 

10回 （45分×2） 社会心理学② 

11回 （45分×2） 発達心理学① 

12回 （45分×2） 発達心理学② 

13回 （45分×2） 発達心理学③ 

14回 （45分×2） 発達心理学④ 

15回 （45分×2） 筆記試験 
 

評
価
方
法 

筆記試験（100％）により評価する。 

教
科
書 

青木紀久代/神宮英夫 編著：カラー版 徹底図解 心理学 新星出版社 

参
考
文
献 

 

履
修
要
件 

 

 



シ ラ バ ス 

科
目
名 

社会学 
単
位 1 

時
間
数 

30 

開
講
時
期 

1年次前期 
担
当
者 

鈴木 晃志郎 

学
習
の
ね
ら
い 

数ある講義の中からこのシラバスを読む。あなたが何気なく行うこの行為は「単位を得るため」で、その目的

を遂げるには履修上のルールに従う必要があります。恋をすれば、相手に変な人と思われないよう振る舞う必

要があり、お腹を満たすには食事代を払わねばなりません。このように、私たちの行為の大半は社会と不可分

です。社会学はこうした個人と社会との相互作用を様々な視角から捉える学問です。講義を通して、「社会」と

は何かを自律的に考えられるようになることがこの講義の狙いです。 

目
的
・
目
標 

この授業では、家族から国家まで多様な空間スケールの下で繰り広げられる様々な社会的相互作用を扱い、身

の回りの社会を「社会学的に捉える」ための知識と方法を学びます。看護学校での開講科目ですから、看護に

関する社会学の知見から、この先の実習や実務を遂行する際に必要となる、社会についての基礎的な理解を涵

養することが目的であり、それらを一定程度身につけることが目標となります。 

授
業
計
画 

1回 （45分×2） オリエンテーション 

2回 （45分×2） 生涯発達と社会 

3回 （45分×2） 都市と村落 

4回 （45分×2） 世代と性役割から見た家族 

5回 （45分×2） 権利としての出産と育児 

6回 （45分×2） 働く、学ぶを社会学する 

7回 （45分×2） 空間疫学 

8回 （45分×2） コミュニケーションの社会学的側面 

9回 （45分×2） ハラスメントと看護 

10回 （45分×2） 相互行為としての医療 

11回 （45分×2） 医療とツーリズム 

12回 （45分×2） 老いと死の社会学 

13回 （45分×2） 看護研究のための社会調査法① 

14回 （45分×2） 看護研究のための社会調査法② 

15回 （45分×2） 試験                 （内容は変更される可能性があります） 
 

評
価
方
法 

レポート（20％）及び試験（80％）により評価する。 

 

教
科
書 

特に指定しない 

参
考
文
献 

阪井俊文・濱野 健・須藤 廣編著 2022.『看護を学ぶ人のための社会学』明石書店． 

履
修
要
件 

 

 



シ ラ バ ス 

科
目
名 

英語 
単
位 1 

時
間
数 

30 

開
講
時
期 

1年次前期 
担
当
者 

神保 正 

学
習
の
ね
ら
い 

グローバル化に伴い、医療の現場においても英語に触れる機会が年々増えてきている。これまでにも英語を学

ぶ機会はあったであろうが、本講では基本的な英文法や英会話を学びつつ、医療現場を想定した場面での英会

話を通して、医療現場で活用可能な英語力を獲得することがねらいである。 

目
的
・
目
標 

目的；医療現場で活用可能な英語力を獲得すること 

目標； 

１． 医療、看護に関連する単語や、フレーズを学び表現を知る 

２． 外国人が医療機関を利用する場面（外来及び入院など）を想定しての、基本的なコミュニケーショ 

ンを習得する 

３．オーラルコミュニケーションでの学びを通して、文法などの知識を復習する 

授
業
計
画 

1回 （45分×2） 授業の進め方、自己紹介、教室英語 

2回 （45分×2） 病院受付 

3回 （45分×2） 病院内の案内の仕方 

4回 （45分×2） 新患者へのケア 

5回 （45分×2） 入院患者への情報 

6回 （45分×2） 問診の仕方 症状の言い方 

7回 （45分×2） Unit1～6の復習 中間テスト 

8回 （45分×2） ケガと緊急事態 

9回 （45分×2） 患者の状態を知る 

10回 （45分×2） 患者の既往歴 

11回 （45分×2） くすりについて 

12回 （45分×2） これからの処置・治療についての言い方 

13回 （45分×2） 産科における会話 

14回 （45分×2） 期末テスト（口頭） 

15回 （45分×2） Unit7～12の復習  期末テスト（筆記） 
 

評
価
方
法 

前時の復習テスト（25％）  中間テスト（30％）  期末テスト（40％）  平常点（5％） 

教
科
書 

Speaking of Nursinig Peter Vincent and Alan Meadows 南雲堂 

参
考
文
献 

 

履
修
要
件 

 

 



シ ラ バ ス  

科
目
名 

健康とスポーツ 
単
位 1 

時
間
数 

15 

開
講
時
期 

1年次前期 
担
当
者 

片貝 仁子 

学
習
の
ね
ら
い 

生活習慣病が問題視される現代において、社会的にも健康日本 21 をはじめとする政策などを通して国民の健

康寿命延伸について取り組んでいる。これに伴い、医療現場でも健康教育といった点での教育的知識が必要と

されていると言える。 

本講では、現代に即した健康とスポーツの情報や科学的な身体運動の理論と実践法を学び、かつ実際に身体を

動かしながら体験することで、将来健康で豊かな社会を送るための指導、教育スキルを獲得することをねらい

としている。 

目
的
・
目
標 

目的；将来健康で豊かな社会を送るための指導、教育スキルを獲得する。 

目標；１.身体の構造や機能と関連付けて、根拠に基づいたスポーツを実践することができる。 

２.それぞれのスポーツ・運動がもつ効果や注意点を学び、実践し、健康教育のスキルを獲得することが

できる。 

授
業
計
画 

1回 （45分×2） オリエンテーション スタティックストレッチの目的、注意点、効用 

2回 （45分×2） 健康日本21第二次について、ダイナミックストレッチの実践 

3回 （45分×2） 健康日本21第二次について、ダイナミックストレッチの実践 

4回 （45分×2） 有酸素運動の効用 エアロビックの体験 

5回 （45分×2） 有酸素運動、運動強度について 実技課題演習① 

6回 （45分×2） 生活習慣病、メタボリックシンドロームについて 実技課題演習② 

7回 （45分×2） ロコモティブシンドロームについて 筆記試験  実技課題演習③ 

8回 （45分） チームエアロビック発表会（実技試験） 

※ 実技の時間には運動に適した服装で参加する 

※ 体調等に問題がある場合には相談すること 

評
価
方
法 

筆記試験（50％）および実技試験（50％） 

教
科
書 

必要時資料を配布する。 
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